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(57)【要約】
【課題】タッチパネル式ディスプレイで管理ツール上の
データのプロパティ情報を確認する場合、カーソルがな
いため、マウスオーバーによるポップアップ表示でプロ
パティ情報を表示することができない。そのため、ユー
ザは文書をダウンロードするか、別ウィンドウを開いて
プレビューやプロパティ情報を確認するが、これでは作
業効率が低下する。
【解決手段】表示画面に対するタップにより入力を受け
付ける表示部を備えた表示装置であって、前記表示画面
に表示されたデータのサムネイル画像がタップされた場
合、当該サムネイル画像の表示領域を当該サムネイル画
像に対応するデータのプロパティ情報を示すプロパティ
画面に遷移させるプロパティ表示手段を有する。
【選択図】　　　　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表示画面に対するタップにより入力を受け付ける表示部を備えた表示装置であって、
　前記表示画面に表示されたデータのサムネイル画像がタップされた場合、当該サムネイ
ル画像の表示領域を当該サムネイル画像に対応するデータのプロパティ情報を示すプロパ
ティ画面に遷移させるプロパティ表示手段を有することを特徴とする表示装置。
【請求項２】
　前記プロパティ表示手段は、前記プロパティ情報に含まれる属性情報のうち、前記表示
画面に表示させるデータを検索する際に利用した属性情報を、前記プロパティ画面におけ
る先頭に移動させて表示することを特徴とする請求項１に記載の表示装置。
【請求項３】
　前記プロパティ情報に含まれる属性情報のうち、前記プロパティ画面において表示させ
る属性情報の設定を受け付ける属性設定手段を更に有し、
　前記プロパティ表示手段は、前記属性設定手段にて設定された属性情報および当該属性
情報の表示順に従ったプロパティ画面を表示することを特徴とする請求項１または２に記
載の表示装置。
【請求項４】
　前記プロパティ表示手段は、前記プロパティ画面を複数の画面にて構成し、当該プロパ
ティ画面がタップされるごとに、別のプロパティ画面に切り替えて表示することを特徴と
する請求項１乃至３のいずれか一項に記載の表示装置。
【請求項５】
　前記サムネイル画像がタップされた際の動作のモードを設定するモード設定手段と、
　前記モード設定手段により設定したモードにより、前記サムネイル画像がタップされた
際の表示動作を切り替える切り替え手段と
を更に有することを特徴とする請求項１乃至４のいずれか一項に記載の表示装置。
【請求項６】
　前記モード設定手段にて設定する前記サムネイル画像がタップされた際の動作のモード
は、
　前記プロパティ表示手段による当該サムネイル画像に対応するデータの前記プロパティ
画面への遷移を行うモードと、
　当該サムネイル画像に対応するデータをダウンロードするモードと、
　当該サムネイル画像に対応するデータのプレビュー画面を表示するモードのうちのいず
れかであることを特徴とする請求項５に記載の表示装置。
【請求項７】
　前記表示画面に表示されたフォルダのアイコン画像がタップされた場合、当該アイコン
画像の表示領域を当該フォルダに含まれるデータのリスト及びサブフォルダのリストの画
面に遷移させるフォルダ内表示手段を更に有することを特徴とする請求項１乃至６のいず
れか一項に記載の表示装置。
【請求項８】
　前記フォルダ内表示手段は、タップされたアイコン画像に対応するフォルダに含まれる
データおよびサブフォルダのプロパティ情報として、当該フォルダの検索時に用いられた
プロパティ情報の属性情報を表示することを特徴とする請求項７に記載の表示装置。
【請求項９】
　前記表示画面にて表示するサムネイル画像に対応するデータがデバイスにて登録されて
いた場合、当該デバイスにて登録された旨を示す第一のサムネイル画像を前記表示画面に
て表示するデバイス表示手段を更に有し、
　前記デバイス表示手段は、前記第一のサムネイル画像がタップされた場合に、当該デー
タを示す第二のサムネイル画像を表示することを特徴とする請求項１乃至８のいずれか一
項に記載の表示装置。
【請求項１０】
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　データを管理する外部装置に接続され、表示画面に対するタップにより入力を受け付け
る表示部を備えた表示装置であって、
　前記表示画面に表示されたデータのサムネイル画像がタップされた場合、当該サムネイ
ル画像に対応するデータのプロパティ情報を前記外部装置から取得する取得手段と、
　当該サムネイル画像の表示領域を、前記取得手段にて取得したプロパティ情報を示すプ
ロパティ画面に遷移させるプロパティ表示手段と
を有することを特徴とする表示装置。
【請求項１１】
　表示画面に対するタップにより入力を受け付ける表示部を備えた表示装置における表示
方法であって、
　プロパティ表示手段が、前記表示画面に表示されたデータのサムネイル画像がタップさ
れた場合、当該サムネイル画像の表示領域を当該サムネイル画像に対応するデータのプロ
パティ情報を示すプロパティ画面に遷移させるプロパティ表示工程を有することを特徴と
する表示方法。
【請求項１２】
　データを管理する外部装置に接続され、表示画面に対するタップにより入力を受け付け
る表示部を備えた表示装置における表示方法であって、
　取得手段が、前記表示画面に表示されたデータのサムネイル画像がタップされた場合、
当該サムネイル画像に対応するデータのプロパティ情報を前記外部装置から取得する取得
工程と、
　プロパティ表示手段が、当該サムネイル画像の表示領域を、前記取得工程にて取得した
プロパティ情報を示すプロパティ画面に遷移させるプロパティ表示工程と
を有することを特徴とする表示方法。
【請求項１３】
　コンピュータを、表示画面に対するタップにより入力を受け付ける表示部の表示画面に
表示されたデータのサムネイル画像がタップされた場合、当該サムネイル画像の表示領域
を当該サムネイル画像に対応するデータのプロパティ情報を示すプロパティ画面に遷移さ
せるプロパティ表示手段として機能させるためのプログラム。
【請求項１４】
　コンピュータを、
　表示画面に対するタップにより入力を受け付ける表示部の表示画面に表示された、外部
装置が管理するデータのサムネイル画像がタップされた場合、当該サムネイル画像に対応
するデータのプロパティ情報を前記外部装置から取得する取得手段、
　当該サムネイル画像の表示領域を、前記取得手段にて取得したプロパティ情報を示すプ
ロパティ画面に遷移させるプロパティ表示手段
として機能させるためのプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、文書のプロパティ情報を表示する表示装置、表示方法、及びプログラムに関
する。特に、サムネイル一覧画面上で文書のサムネイル画像をタップすることでサムネイ
ル画像を文書のプロパティ画面に遷移させる技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　現在、タッチパネル式端末を用いて文書管理システムを使用する機会が増えてきている
。文書管理ツールなどで文書管理システムにて管理されている文書のプロパティ情報（登
録者や更新日、サイズなど）を確認する場合、ＰＣ上のサムネイル一覧画面ではマウスオ
ーバーによるポップアップ表示でプロパティ情報を表示する方法が効率的である。しかし
、タッチパネル式端末の画面ではカーソルがない場合には、カーソルを重ね合わせること
によるポップアップ表示ができない。そのため、ユーザは文書を一旦ダウンロードするか
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、別ウィンドウを開くことでプレビューやプロパティ情報を確認する必要がある。
【０００３】
　また、別ウィンドウとして開いたプロパティ画面の表示技術としては特許文献１のよう
な方法がある。特許文献１では、プロパティ画面を構成する複数のプロパティシートそれ
ぞれついて表示操作回数をカウントしておき、当該カウントした表示操作回数に基づいて
、プロパティ画面に優先的に表示するプロパティシートを変えるようにしている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００２－１７５１３８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかし、前記のような別ウィンドウにプロパティ情報を表示する方法では、ユーザがす
ぐ文書のプロパティ情報を確認したい場合や複数の文書のプロパティ情報を確認したい場
合、手間と時間がかかり作業効率が低下する。
【０００６】
　本発明は、前記課題を解決するために、タッチパネル式端末のディスプレイ上に表示さ
れたサムネイル画像をタップすることでサムネイル画像の表示領域をプロパティの表示に
遷移させる。これにより、簡単に見やすくプロパティ情報を表示できるプロパティ表示シ
ステムを提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記課題を解決するために、本発明は以下の構成を有する。すなわち、表示画面に対す
るタップにより入力を受け付ける表示部を備えた表示装置であって、前記表示画面に表示
されたデータのサムネイル画像がタップされた場合、当該サムネイル画像の表示領域を当
該サムネイル画像に対応するデータのプロパティ情報を示すプロパティ画面に遷移させる
プロパティ表示手段を有する。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明により、ユーザはタッチパネル式の端末でも文書のプロパティ情報を簡単に確認
することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】文書管理システムのシステム概念図。
【図２】文書管理サーバ装置のハードウェア構成図。
【図３】文書管理サーバ装置のソフトウェア構成図。
【図４】クライアント装置のハードウェア構成図。
【図５】クライアント装置のソフトウェア構成図。
【図６】タッチパネル式ディスプレイ上に表示された文書サムネイル一覧表示画面の図。
【図７】サムネイル画像がタップされた際の動作のモードの設定画面の一例を示す図。
【図８】モードによって変化するサムネイル画像タップアクションを示す図。
【図９】サムネイル画像タップによる文書のプロパティ表示遷移を示す図。
【図１０】プロパティ表示順設定画面を示す図。
【図１１】文書の属性検索を行う前後のプロパティ表示順の変化を示す図。
【図１２】プロパティ表示順詳細設定画面を示す図。
【図１３】サムネイル画像タップアクション設定時の設定記憶処理のフローチャート。
【図１４】プロパティ表示順設定時の設定記憶処理のフローチャート。
【図１５】サムネイル画像がタップされた際の動作処理のフローチャート。
【図１６】第二実施形態に係る文書サムネイル一覧表示画面の図。
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【図１７】第二実施形態係るタップによるフォルダ内情報表示遷移を示す図。
【図１８】第二実施形態に係るタップされた際の動作処理のフローチャート。
【図１９】第三実施形態に係る文書サムネイル一覧表示画面の図。
【図２０】第三実施形態に係るタップによる文書サムネイル画像表示遷移を示す図。
【図２１】第三実施形態に係る文書登録時のサムネイル生成処理のフローチャート。
【図２２】第三実施形態に係るタップされた際の動作処理のフローチャート。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下、本発明の発明を実施するための形態について図面を用いて説明する。
【００１１】
　＜第一実施形態＞
　本発明の第一実施形態を図１から図１５を用いて説明する。
【００１２】
　［システム構成］
　図１は、本実施形態に係る文書管理サーバ装置を含むシステム全体の構成図である。シ
ステムは、文書管理サーバ装置１０１、クライアント装置１０２を含み、それらはネット
ワーク１００にて通信可能に接続される。
【００１３】
　文書管理サーバ装置１０１は、文書をバージョンごとに管理する機能を提供するもので
あり、クライアント装置１０２からの要求に応じて、管理している文書情報やファイルを
提供する。なお、文書管理サーバ装置１０１は、物理的に１台の装置で実現してもよいし
、複数台の装置にて負荷分散をして実現するように構成しても構わない。
【００１４】
　クライアント装置１０２は、タッチパネル式の装置であり、文書管理サーバ装置１０１
の文書情報の表示や操作を行う窓口となるものである。図１に示すように、クライアント
装置１０２はネットワーク１００内において特に一つに限定されるものではなく、複数存
在することも可能であり、タッチパネル式の表示部であるディスプレイを含んだ機器なら
ば能力の異なる機器で構成されていても良い。例えば、タッチパネル式の携帯端末などが
クライアント装置１０２に該当する。
【００１５】
　ネットワーク１００は、本実施形態ではインターネットを例にとって説明するが、Ｌｏ
ｃａｌ　Ａｒｅａ　Ｎｅｔｗｏｒｋ（以下、ＬＡＮ）等の他のネットワークであっても構
わない。
【００１６】
　［文書管理サーバ装置のハードウェア構成］
　図２は、本実施形態に係る文書管理サーバ装置１０１のハードウェア構成図を示してい
る。中央演算装置（ＣＰＵ）２０１は、情報処理装置の演算・制御を司る。ランダムアク
セスメモリ（ＲＡＭ）２０２は、ＣＰＵ２０１の主メモリとして機能する。また、ＲＡＭ
２０２は、実行プログラムの記憶領域、当該実行プログラムの実行エリア、当該実行プロ
グラムのデータエリアとして機能する。
【００１７】
　リードオンリーメモリ（ＲＯＭ）２０３は、ＣＰＵ２０１の動作処理手順となるプログ
ラムを記憶している。ＲＯＭ２０３には、情報処理装置の機器制御を行うシステムプログ
ラムである基本ソフト（ＯＳ）を記録したプログラムＲＯＭと、システムを稼働するため
に必要な情報等が記録されているデータＲＯＭとが記憶されている。また、ＲＯＭ２０３
の代わりに、ＨＤＤ２０９を用いる場合もある。
【００１８】
　ネットワークインタフェース（ＮＥＴＩＦ）２０４は、ネットワーク１００を介して外
部装置とデータ転送を行うための制御や、自機のネットワーク１００への接続状況の診断
等を行う。ビデオＲＡＭ（ＶＲＡＭ）２０５は、ＣＲＴ２０６の画面に表示させるための
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画像を展開し、その画像の表示の制御を行う。
【００１９】
　表示装置（ＬＣＤ）２０６は、情報処理装置の稼働状態等を表示するディスプレイ等で
ある。キーボードコントローラ（ＫＢＣ）２０７は、ＫＢ２０８からの入力信号を制御す
るためのコントローラである。外部入力装置（ＫＢ）２０８は、利用者が行う操作を受け
付けるための装置である。例えばキーボードやマウス等のポインティングデバイスがＫＢ
２０８として用いられる。
【００２０】
　ハードディスクドライブ（ＨＤＤ）２０９は、アプリケーションプログラムや各種デー
タ等を保存する。アプリケーションプログラムとは、本実施形態に係る各種処理部を実行
するソフトウェアプログラム等である。
【００２１】
　外部入出力装置（ＦＤＤ）２１０は、フレキシブルディスクドライブ等の磁気記録媒体
や、ＣＤ－ＲＯＭドライブ等の光記録媒体や、ＭＯ等の光磁気記録媒体等のリムーバブル
ディスク、メモリカード等の半導体記録媒体のデータを入出力するものである。例えば、
外部入出力装置（ＦＤＤ）２１０は、前述したアプリケーションプログラム等を記録媒体
からの読み出すために用いられる。
【００２２】
　リムーバブル・メディア（ＦＤ）２１１は、ＦＤＤ２１０によって読み出されるデータ
を保存する取り外し可能なデータ記録媒体である。リムーバブル・メディア（ＦＤ）２１
１として、例えば、磁気記録媒体（例えばフレキシブルディスク）、光記録媒体（例えば
ＣＤ－ＲＯＭ）、光磁気記録媒体（例えばＭＯ）、半導体記録媒体（例えばメモリカード
）が挙げられる。
【００２３】
　尚、ＨＤＤ２０９に格納するアプリケーションプログラムやデータをＦＤＤ２１０がＦ
Ｄ２１１から読み出して使用することも可能である。
【００２４】
　［文書管理サーバ装置のソフトウェア構成］
　図３は、本実施形態に係る文書管理サーバ装置１０１のソフトウェア構成図を示してい
る。文書管理サーバ装置１０１は、表示内容生成部３０１、記憶部３０２、及び入出力制
御部３０３により構成される。
【００２５】
　表示内容生成部３０１は、他の処理部での処理結果をクライアント装置１０２に表示さ
せるための表示情報の生成／整形を行う。記憶部３０２は、ＨＤＤ２０９などの記憶装置
からなり、文書管理サーバ装置１０１が取得する文書情報や入出力情報を記憶する。
【００２６】
　入出力制御部３０３は、クライアント装置１０２へのデータの送信やクライアント装置
１０２からのデータの受信を制御する。
【００２７】
　［クライアント装置のハードウェア構成］
　図４は、本実施形態に係るクライアント装置１０２のハードウェア構成図を示している
。中央演算装置（ＣＰＵ）４０１は、情報処理装置の演算・制御を司る。ランダムアクセ
スメモリ（ＲＡＭ）４０２は、ＣＰＵ４０１の主メモリとして機能する。また、ＲＡＭ４
０２は、実行プログラムの記憶領域、当該実行プログラムの実行エリア、当該実行プログ
ラムのデータエリアとして機能する。
【００２８】
　リードオンリーメモリ（ＲＯＭ）４０３は、ＣＰＵ４０１の動作処理手順となるプログ
ラムを記憶している。ＲＯＭ４０３には、情報処理装置の機器制御を行うシステムプログ
ラムである基本ソフト（ＯＳ）を記録したプログラムＲＯＭと、システムを稼働するため
に必要な情報等が記録されているデータＲＯＭとが記憶されている。また、ＲＯＭ２０３
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の代わりに、ＨＤＤ４０９を用いる場合もある。
【００２９】
　ネットワークインタフェース（ＮＥＴＩＦ）４０４は、ネットワーク１００を介して外
部装置とデータ転送を行うための制御や、自機のネットワーク１００への接続状況の診断
等を行う。ビデオＲＡＭ（ＶＲＡＭ）４０５は、後述するＣＲＴ２０６の画面に表示させ
るための画像を展開し、その画像の表示の制御を行う。
【００３０】
　表示装置（ＬＣＤ）４０６は、情報処理装置の稼働状態等を表示するディスプレイ等で
ある。本実施形態に係るＬＣＤはタッチパネル操作可能とする。ハードディスクドライブ
（ＨＤＤ）４０７は、アプリケーションプログラムや各種データ等を保存する。本実施形
態におけるアプリケーションプログラムとは、本実施形態に係る各種処理部を実行するソ
フトウェアプログラム等である。
【００３１】
　［クライアント装置のソフトウェア構成］
　図５は、本実施形態に係るクライアント装置１０２のソフトウェア構成図を示している
。クライアント装置１０２は、表示内容処理制御部５０１、記憶部５０２、及び入出力制
御部５０３により構成される。
【００３２】
　表示内容処理制御部５０１は、文書管理サーバ装置１０１から受信した表示内容を解釈
してＬＣＤ４０６上に表示させる。また、表示内容処理制御部５０１は、ＬＣＤ４０６上
のタッチパネルにより入力された情報に従って生成した送信情報を、入出力制御部５０３
を介して文書管理サーバ装置１０１に送信する。
【００３３】
　記憶部５０２は、ＨＤＤ２０９などの記憶装置からなり、クライアント装置１０２が取
得する文書情報や入出力情報を記憶している。入出力制御部５０３は、ユーザによる入力
の受け付けや文書管理サーバ装置１０１へのデータ送信、文書管理サーバ装置１０１から
のデータの受信を制御する。
【００３４】
　［サムネイル画像タップ時の動作設定］
　以下、図６～図８を用いて、本実施形態に係る、データ（文書や画像などのファイル）
に対応するサムネイル画像を、ユーザがタップした際の動作のモードを設定する処理につ
いて説明する。
【００３５】
　図６は、ユーザがクライアント装置１０２を介して文書管理サーバ装置１０１にアクセ
ス（ログイン）した際に、クライアント装置１０２のＬＣＤ４０６に表示される文書サム
ネイル一覧表示画面６００の一例である。なお、ユーザが文書検索を行った時の検索結果
画面、及びフォルダを選択した時のフォルダ内画面も文書サムネイル一覧表示画面６００
と同様な画面とする。なお、図６には不図示であるが、表示しているフォルダのパスを表
示しても構わない。
【００３６】
　本実施形態において、文書管理サーバ装置１０１に管理されている文書の文書検索方法
では、文書検索画面上の検索用テキストボックス（不図示）に、検索したい文書の名前や
作成者といったプロパティ情報に含まれる属性情報（プロパティ属性）を入力させる。そ
して、その入力された属性情報と一致もしくは類似した文書を表示する。しかし、検索方
法は上記の検索方法に限定するものではない。
【００３７】
　文書サムネイル一覧表示画面６００は、文書ごとにサムネイル画像６０１を並べて表示
している。また、文書サムネイル一覧表示画面６００には、文書のサムネイル画像以外に
も、画像データのサムネイル画像や、フォルダのアイコン画像も表示している。設定ボタ
ン６０２は、プロパティ表示順の設定や、サムネイル画像をタップした際の表示動作を切
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り替える設定を行うボタンである。
【００３８】
　図７は、ユーザが、図６における文書サムネイル一覧表示画面６００上の設定ボタン６
０２を押下した時に表示される設定画面７００の一例である。設定画面７００は、サムネ
イル画像タップアクション設定シート７０１とプロパティ表示順設定シート７０２によっ
て構成される。なお、ここで設定される設定情報を、サムネイル画像タップアクション設
定情報と記載する。
【００３９】
　サムネイル画像タップアクション設定シート７０１は、サムネイル画像がタップされた
際の動作のモードを設定できる画面の一例である。本実施形態において、サムネイル画像
がタップされた場合に動作するモードは、以下の３つのモードの中から選択されるものと
して説明する。すなわち、プロパティ情報を表示する「プロパティ情報」モード７０３、
プレビュー画面を表示する「プレビュー画面」モード７０４、および文書のダウンロード
を行う「文書のダウンロード」モード７０５のいずれか１つを設定可能である。ユーザが
、いずれかの動作のモードを選択し、決定ボタン７０６を押すことで設定完了となる。ユ
ーザがキャンセルボタン７０７を押した場合、選択されたモードの設定は反映されない。
また、本実施形態において、モードの初期設定状態は「プロパティ情報」７０３とする。
【００４０】
　本実施形態では、この設定画面７００により、モード設定を行う。なお、図７に示した
モードはこれに限定するものではなく、他のモードを選択できるようにしても構わない。
このモードの指定により、タップ時の表示動作が切り替えられることとなる。また、シン
グルタップ（１回叩く操作）、ダブルタップ（すばやく２回叩く操作）、長押しなど、サ
ムネイル画像に対する異なる操作それぞれに対して、設定する動作モードを変えるように
構成しても構わない。
【００４１】
　図８は、図７の設定画面７００にて設定したサムネイル画像のタップ時の動作のモード
によって変わるアクションを示す図である。「プロパティ情報」７０３が設定された場合
、サムネイル画像８００がタップされると、プロパティ情報８０１を含むプロパティ情報
が当該サムネイル画像の代わりに当該サムネイル画像が表示されていた領域に表示される
。「プレビュー画面」７０４が設定された場合、サムネイル画像８００がタップされると
、プレビュー画面８０２が別ウィンドウにて表示される。「文書のダウンロード」７０５
が設定された場合、サムネイル画像８００がタップされると、文書のダウンロード画面８
０３が別ウィンドウにて表示され、当該文書のダウンロードに関する指示を受け付ける。
【００４２】
　プロパティ情報８０１に示すように、文書に対応するサムネイル画像のタップに応答し
て、当該サムネイル画像の表示を文書のプロパティ情報の表示に遷移させるプロパティ表
示手段が本発明の特徴となる。この画面遷移について、以下詳細に説明する。
【００４３】
　［サムネイル画像のタップによる文書のプロパティ表示処理］
　以下、図６、図７及び図９を用いて、上述した「プロパティ情報」７０３の設定時にお
ける、文書のサムネイル画像をタップした際の当該文書のプロパティ情報の表示方法につ
いて説明する。
【００４４】
　図９は、図６の文書サムネイル一覧表示画面６００に表示されているサムネイル画像６
０１をタップすることによってサムネイル画像６０１の表示領域に文書のプロパティ画面
を表示している様子を示す図である。
【００４５】
　図９（Ａ）に示すサムネイル画像９０１は、文書サムネイル一覧表示画面６００におけ
るサムネイル画像６０１である。本実施形態において、文書サムネイル一覧表示画面６０
０に表示されたサムネイル画像９０１をタップすることで、サムネイル画像９０１の表示
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領域に文書のプロパティ画面９０２が表示される。そして、表示されたプロパティ画面９
０２にて再度タップすると、サムネイル画像９０１が再び表示される。
【００４６】
　また、プロパティ情報の情報量が多く、一つのプロパティ画面表示領域に表示しきれな
い場合には、図９（Ｂ）に示すように、プロパティ画面９０２ａ及び９０２ｂとして、プ
ロパティ情報を複数のプロパティ画面にて表示するように構成する。そして、複数の画面
をタップするごとに順次遷移させるように表示してもよい。すなわち、図９（Ｂ）の場合
、タップするごとに、サムネイル画面９０１、プロパティ画面９０２ａ、プロパティ画面
９０２ｂ、サムネイル画面９０１の順で表示が切り替わる。また、プロパティ画面におい
て、表示する文字のサイズに応じて、プロパティ画面を分割するか否かを決定しても構わ
ない。
【００４７】
　［プロパティ表示順ソート］
　以下、図１０～図１３を用いて、本実施形態における、プロパティ画面９０２で表示さ
れるプロパティ情報の表示順の変更設定によるプロパティ表示順のソート処理方法を説明
する。
【００４８】
　図１０は、ユーザが図６における文書サムネイル一覧表示画面６００上の設定ボタン６
０２を押下した時に表示される設定画面７００の、プロパティ表示順設定シート７０２で
ある。本シートにおける設定は、例えば、図７のサムネイル画像タップアクション設定シ
ート７０１にて、動作のモードをプロパティ情報７０３として選択している場合に設定可
能としてもよい。
【００４９】
　プロパティ表示順設定シート７０２では、プロパティ情報の表示順を、自動ソート１０
０１か手動ソート１００２を選択することができる。ソート設定は、各設定を選択した後
、決定ボタン１００４を押すことで設定完了となる。キャンセルボタン１００５を押した
場合、指定した設定は反映されない。また、本実施形態において、初期設定状態は自動ソ
ート１００１が指定されているものとする。
【００５０】
　［自動ソート］
　以下、図１１を用いて、本実施形態に係る自動ソート１００１が選択された場合におけ
るプロパティ表示順ソート処理方法を説明する。
【００５１】
　ユーザが自動ソート１００１を選択した場合、一覧表示されているサムネイル画像が、
初期状態の表示画面（例えば、ユーザがあるフォルダを開いたときに表示される表示画面
）で表示されたものであるか、属性検索を行った結果の検索結果表示画面に表示されたも
のであるかに応じて、プロパティ情報の表示順が自動的に切り替わる。すなわち、サムネ
イル画像が属性検索結果として表示されたものであれば、当該属性検索の際に用いられた
プロパティ属性の情報が、プロパティ表示順の先頭に自動でソートされる。また、検索に
用いられたプロパティ属性は、属性検索時に文書管理サーバ装置１０１の記憶部３０２に
保存される。なお、属性検索を行わずに初期状態での文書サムネイル一覧表示画面６００
に表示されたサムネイル画像をタップした際のプロパティ属性の表示順は、予め定義され
た順であるとする。
【００５２】
　図１１は、ユーザが文書の属性検索を行う前後の、サムネイル画像のタップによるプロ
パティ表示順の変化を示す図である。ここでは、プロパティ属性「サイズ」を用いて属性
検索した場合を例にとって示す。
【００５３】
　図１１（Ａ）におけるプロパティ画面１１０１ａ及び１１０１ｂは通常表示されている
サムネイル画像（属性検索結果でないサムネイル画像）をタップした場合のプロパティ属



(10) JP 2013-89139 A 2013.5.13

10

20

30

40

50

性の表示順を示している。一方、図１１（Ｂ）におけるプロパティ画面１１０２ａ及び１
１０２ｂは、属性検索結果として表示されたサムネイル画像をタップした場合のプロパテ
ィ表示順を示している。例えば、ユーザがプロパティ属性「サイズ」に関する属性検索を
行った結果のサムネイル画像をタップした場合、図１１（Ｂ）のプロパティ画面１１０２
ａに示すように、「サイズ」属性がプロパティ表示の先頭に移動して表示される。また、
属性検索に利用した属性が複数の場合は、複数の属性を先頭に移動させる。なお、本実施
形態において、複数の属性の順序は、属性検索前に予め定義された順序に依存することと
する。
【００５４】
　［手動ソート］
　以下、図１２を用いて、図１０において手動ソート１００２が選択された場合における
プロパティ表示順ソート処理方法を説明する。ユーザが手動ソート１００２を選択した場
合、表示されるプロパティ情報に含まれる属性情報の表示順はユーザが設定した表示順と
なる。プロパティ属性の表示順の設定について以下に説明する。
【００５５】
　図１２は、図１０に示すプロパティ表示順設定シート７０２の詳細ボタン１００３が押
下された時に表示されるプロパティ表示順詳細設定画面１２００の一例である。ユーザが
プロパティ属性ボタン１２０１を押下すると、プロパティ表示順表示領域１２０２に表示
される。プロパティ属性ボタン１２０１の押下する順番がプロパティ画面におけるプロパ
ティ属性の表示順となる。また、選択したプロパティ属性の削除や上下移動、一括削除な
どの入力機能も備えてもよい。
【００５６】
　図１２に示したプロパティ表示順詳細設定画面１２００を用いたプロパティ表示順設定
は、決定ボタン１２０３を押すことで設定完了となる。キャンセルボタン１２０４を押し
た場合、選択された設定は反映されない。また、本実施形態において、プロパティ表示順
の初期設定状態は、先頭から「名前」「更新日時」「登録者」「サイズ」「ページ数／保
存文書数」「タイプ」「バージョン数」「格納先」の順とする。なお、図１２では、表示
順のみを設定できる画面の構成を示しているが、例えば、表示文字のサイズなど他の設定
をできるようにしても構わない。プロパティ表示順詳細設定画面１２００により、属性設
定手段を実現する。
【００５７】
　［サムネイル画像タップアクション設定処理］
　図１３は、図７における、記憶部５０２がサムネイル画像のタップ時におけるアクショ
ン設定を保存する処理の流れを示すフローチャートである。本処理は、クライアント装置
１０２におけるＣＰＵが記憶部であるＲＯＭ等に格納されたプログラムを読み出し、実行
することにより実現される。
【００５８】
　Ｓ１３０１において、表示内容処理制御部５０１は、ＬＣＤ４０６を介したユーザの操
作により、サムネイル画像タップアクション設定シート７０１にて指定されたサムネイル
画像タップアクション設定情報を取得する。
【００５９】
　Ｓ１３０２において、表示内容処理制御部５０１は、上述したサムネイル画像タップア
クション設定情報を記憶部５０２に保存する。以上により、本処理フローを終了する。
【００６０】
　［プロパティ表示順設定処理］
　図１４は、図１０及び図１２における、記憶部５０２がプロパティ表示順設定を保存す
る処理の流れを示すフローチャートである。本処理は、クライアント装置１０２における
ＣＰＵが記憶部であるＲＯＭ等に格納されたプログラムを読み出し、実行することにより
実現される。
【００６１】
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　Ｓ１４０１において、表示内容処理制御部５０１は、ＬＣＤ４０６を介したユーザの操
作により、プロパティ表示順設定シート７０２にて指定されたプロパティ表示順設定の自
動・手動ソート設定情報を取得する。
【００６２】
　Ｓ１４０２において、表示内容処理制御部５０１は、プロパティ表示順設定シート７０
２の詳細ボタン１００３の押下がなされたかを判定する。詳細ボタン１００３が押下され
た場合には（Ｓ１４０２にてＹＥＳ）、Ｓ１４０３において、表示内容処理制御部５０１
は、プロパティ表示順詳細設定画面１２００を介して為されたユーザからの設定を受信し
、プロパティ表示順情報を取得する。
【００６３】
　Ｓ１４０４において、表示内容処理制御部５０１は、受信したプロパティ表示順情報を
記憶部５０２に保存する。Ｓ１４０５において、表示内容処理制御部５０１は、設定され
た自動・手動ソート設定情報を記憶部５０２に保存する。
【００６４】
　プロパティ表示順設定シート７０２の詳細ボタン１００３の押下がなされなかった場合
（Ｓ１４０２にてＮＯ）、Ｓ１４０５にて、表示内容処理制御部５０１は、プロパティ表
示順の設定は初期設定として、自動・手動ソート設定情報を記憶部５０２に保存する。以
上により、本処理フローを終了する。
【００６５】
　［サムネイル画像タップ動作処理］
　図１５は、本実施形態における、サムネイル画像のタップ操作の受信時に、設定画面７
００の設定によって表示内容を変える処理の流れを示すフローチャートである。本処理は
、クライアント装置１０２および文書管理サーバ装置１０１それぞれにおけるＣＰＵが記
憶部であるＲＯＭ等に格納されたプログラムを読み出し、実行することにより実現される
。
【００６６】
　Ｓ１５０１において、クライアント装置１０２の表示内容処理制御部５０１は、文書管
理サーバ装置１０１の表示内容生成部３０１に表示画面を取得するためリクエストを送る
。ここでの表示画面とは、文書管理システムのホーム画面やフォルダ内画面、検索結果画
面といった、文書サムネイル一覧表示画面６００に相当する全ての画面を指す。
【００６７】
　Ｓ１５０２において、表示内容生成部３０１は、リクエストを受信したクライアント装
置１０２に対して送信する表示画面情報を生成し、記憶部３０２に保存する。また、表示
画面情報には、クライアント装置１０２のＬＣＤ４０６に表示される画面の情報、及び属
性検索結果の画面を送信する場合は当該属性検索に使用されたプロパティ属性情報を含ん
でいる。
【００６８】
　Ｓ１５０３において、表示内容生成部３０１は、生成した表示画面情報をクライアント
装置１０２の表示内容処理制御部５０１に送信する。Ｓ１５０４において、表示内容処理
制御部５０１は、文書管理サーバ装置１０１から受信した表示画面情報を記憶部５０２に
保存し、ＬＣＤ４０６に表示する。すなわち、クライアント装置１０２のＬＣＤ４０６に
文書サムネイル一覧表示画面６００が表示される。
【００６９】
　Ｓ１５０５において、ＬＣＤ４０６からのサムネイル画像タップ操作を受信したら（Ｓ
１５０５にてＹＥＳ）、Ｓ１５０６において、表示内容処理制御部５０１は、記憶部５０
２に保存しているサムネイル画像タップアクション設定情報を取得する。保存しているサ
ムネイル画像タップアクション設定情報が、「プレビュー画面」７０４、または「文書の
ダウンロード」７０５であった場合（Ｓ１５０６にてＮＯ）、Ｓ１５０７へ遷移する。Ｓ
１５０７において、表示内容処理制御部５０１は、設定したサムネイル画像タップアクシ
ョン設定情報にて指定されたモードに対するリクエストを文書管理サーバ装置１０１の表
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示内容生成部３０１に送信する。
【００７０】
　Ｓ１５０８において、表示内容生成部３０１は、クライアント装置１０２によるリクエ
ストに対するレスポンスを、クライアント装置１０２の表示内容処理制御部５０１に送信
する。Ｓ１５１５において、表示内容処理制御部５０１は、文書管理サーバ装置１０１か
らＳ１５０８で送信されたレスポンスを受信した場合、当該受信したレスポンスをＬＣＤ
４０６に表示する。すなわち、クライアント装置１０２のＬＣＤ４０６にて、プレビュー
画面８０２、もしくはダウンロード画面８０３のいずれかが表示される。
【００７１】
　一方、保存しているサムネイル画像タップアクション設定情報が、「プロパティ情報」
７０３であった場合（Ｓ１５０６にてＹＥＳ）、Ｓ１５０９へ遷移する。Ｓ１５０９にお
いて、表示内容処理制御部５０１は、現在の表示画面情報を記憶部５０２から取得する。
そして、現在の表示画面情報が検索結果画面以外であった場合（Ｓ１５０９にてＮＯ）、
Ｓ１５１０において、表示内容処理制御部５０１は、記憶部５０２からプロパティ表示順
詳細設定画面１２００で設定したプロパティ表示順情報を取得する。このとき、プロパテ
ィ表示順詳細設定画面１２００で設定されなかった場合は、初期設定のプロパティ表示順
情報が取得される。そして、表示内容処理制御部５０１は、入出力制御部５０３を介して
表示内容生成部３０１にプロパティ表示順情報を送信する。
【００７２】
　Ｓ１５１１において、表示内容生成部３０１は、クライアント装置１０２から受信した
プロパティ表示順情報の順番に従って並べられたプロパティ情報をクライアント装置１０
２へ送信する。なお、送信するプロパティ情報は、プロパティ情報が順に表示された画像
や、プロパティ情報の文字列が順に記された文字列リストのようなものでもよい。
【００７３】
　Ｓ１５１５において、表示内容処理制御部５０１は、文書管理サーバ装置１０１からＳ
１５１１で送信されたプロパティ情報を受信した場合、当該受信したプロパティ情報をＬ
ＣＤ４０６に表示する。すなわち、クライアント装置１０２のＬＣＤ４０６にプロパティ
情報８０１が表示される。
【００７４】
　また、現在の表示画面情報が検索結果画面であった場合（Ｓ１５０９にてＹＥＳ）、Ｓ
１５１２へ遷移する。Ｓ１５１２において、表示内容処理制御部５０１は、記憶部５０２
に保存しているプロパティ表示順設定情報を取得する。そして、保存しているプロパティ
表示順設定情報が手動ソート１００２であった場合（Ｓ１５１２にてＮＯ）、Ｓ１５１０
に遷移する。
【００７５】
　保存しているプロパティ表示順設定情報が自動ソート１００１であった場合（Ｓ１５１
２にてＹＥＳ）、Ｓ１５１３にて、表示内容処理制御部５０１は、属性検索時に利用した
プロパティ属性情報を、文書管理サーバ装置１０１の表示内容生成部３０１に送信する。
【００７６】
　Ｓ１５１４において、表示内容生成部３０１は、クライアント装置１０２から受信した
プロパティ属性情報にて指定された属性をプロパティ表示順の先頭にしたプロパティ情報
を表示内容処理制御部５０１に送信する。例えば、「サイズ」属性で属性検索されていた
場合は、図１１（Ｂ）に示す例のように「サイズ属性」を先頭にしたプロパティ情報が表
示内容処理制御部５０１に送信される。また、文書管理サーバ装置１０１が送信するプロ
パティ情報は、プロパティ情報が順に表示された画像や、プロパティ情報の文字列が順に
記された文字列リストのようなものでもよい。Ｓ１５１５において、表示内容処理制御部
５０１は、文書管理サーバ装置１０１からＳ１５１４で送信されたプロパティ情報を受信
した場合、当該受信したプロパティ情報をＬＣＤ４０６に表示する。すなわち、クライア
ント装置１０２のＬＣＤ４０６にて、文書のサムネイル画像の領域にプロパティ画面が表
示される。
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【００７７】
　なお、プロパティ画面に遷移するサムネイル画像は１つに限定されるものではなく、サ
ムネイル画像それぞれをタップすることにより、サムネイル画像それぞれに対応するプロ
パティ情報を表示するようにすることもできる。また、本実施形態においては、文書のデ
ータを例にとって説明したが、他にも、画像データやその他の種類のデータに対しても適
用しても構わない。
【００７８】
　本発明により、ユーザはタッチパネル式の端末でも文書管理サーバ装置１０１に監視さ
れたデータのプロパティ情報を簡単に確認することができる。サムネイル画像が表示され
ていた領域にプロパティ情報を表示するので、表示画面が小さな端末でも新たなウィンド
ウを開くことなく、プロパティ情報を容易に確認することができる。さらに、複数のサム
ネイル画像をそれぞれタップすることで、複数のプロパティ情報を確認、比較を行うこと
ができる。
【００７９】
　また、属性検索を行うと、検索に用いたプロパティ属性をプロパティ表示の先頭に表示
させることにより、ユーザが必要とするプロパティ情報を優先的に確認しやすくなる。
【００８０】
　＜第二実施形態＞
　本発明の第二実施形態を図１～図７、および図１６～図１８に基づき説明する。本実施
形態では、文書だけでなく、フォルダのアイコン画像（以下、フォルダ画像）をタップす
ることで、当該フォルダ内に含まれる文書リストやサブフォルダリスト（以下、フォルダ
内情報）を表示する。本実施形態では、第一実施形態にて述べたサムネイル画像タップア
クション設定シート７０１で「プロパティ情報」７０３を設定した場合に、フォルダ画像
をタップすると、当該フォルダ画像の表示領域内に、当該フォルダ内情報を表示すること
ができる。なお、第一実施形態と重複する箇所については、説明を省略する。
【００８１】
　［フォルダタップによるプロパティ及びフォルダ内表示］
　以下、図１６～図１８を用いて、本実施形態に係るフォルダ選択によるフォルダ内情報
の表示方法を説明する。
【００８２】
　図１６は、図６と同様、ユーザがクライアント装置１０２を介して文書管理サーバ装置
１０１にアクセス（ログイン）した時、クライアント装置１０２の画面上に表示される、
文書サムネイル一覧表示画面６００である。文書サムネイル一覧表示画面６００において
、フォルダ画像１６０１は、文書管理サーバ装置１０１に登録されたフォルダ画像である
。
【００８３】
　図１７は、ユーザがフォルダ画像をタップすることによって、フォルダ内情報を表示し
ている様子を示す図である。フォルダ画像１７０１は、文書サムネイル一覧表示画面６０
０において表示されているフォルダ画像の一つである。
【００８４】
　本実施形態において、フォルダ画像１７０１をタップすることで、フォルダ画像１７０
１の表示領域にフォルダ内情報１７０２が表示される。また、フォルダ内情報が多く、一
つの表示領域に表示しきれない場合、第一実施形態の図９（Ｂ）に示すように複数の画面
に分け、タップによって遷移させて表示してもよい。
【００８５】
　［フォルダ画像タップ動作処理］
　図１８は、ユーザからのフォルダ画像に対するタップ操作の受信時に、クライアント装
置１０２の表示内容処理制御部５０１がフォルダ内情報を表示する処理の流れを示すフロ
ーチャートである。本処理は、クライアント装置１０２および文書管理サーバ装置１０１
それぞれにおけるＣＰＵが記憶部であるＲＯＭ等に格納されたプログラムを読み出し、実
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行することにより実現される。
【００８６】
　Ｓ１８０１において、表示内容処理制御部５０１は、表示画面を取得するためにリクエ
ストを文書管理サーバ装置１０１の表示内容生成部３０１に送る。ここでの表示画面とは
、文書管理システムのホーム画面やフォルダ内画面、検索結果画面といった、文書サムネ
イル一覧表示画面６００に相当する全ての画面を指す。
【００８７】
　Ｓ１８０２において、文書管理サーバ装置１０１の表示内容生成部３０１は、クライア
ント装置１０２のリクエストに応答して、表示画面情報を生成し、クライアント装置１０
２の表示内容処理制御部５０１に送信する。なお、表示画面情報には、クライアント装置
１０２のＬＣＤ４０６に表示される画面、及び属性検索結果の表示の場合は属性検索に使
用されたプロパティ属性情報を含んでいる。
【００８８】
　Ｓ１８０３において、表示内容処理制御部５０１は、文書管理サーバ装置１０１から受
信した表示画面情報を記憶部５０２に記憶し、ＬＣＤ４０６に表示する。すなわち、クラ
イアント装置１０２のＬＣＤ４０６に文書サムネイル一覧表示画面６００が表示される。
Ｓ１８０４において、ＬＣＤ４０６からのサムネイル画像のタップ操作を受信したら（Ｓ
１８０４にてＹＥＳ）、Ｓ１８０５へ遷移する。
【００８９】
　Ｓ１８０５において、表示内容処理制御部５０１は、記憶部５０２に保存しているサム
ネイル画像タップアクション設定情報を取得する。そして保存しているサムネイル画像タ
ップアクション設定情報が、「プレビュー画面」７０４、または「文書のダウンロード」
７０５であった場合（Ｓ１８０５にてＮＯ）、Ｓ１８０６へ遷移する。Ｓ１８０６におい
て、表示内容処理制御部５０１は、当該タップされたフォルダを開くリクエストを文書管
理サーバ装置１０１の表示内容生成部３０１に送信する。Ｓ１８０７において、表示内容
生成部３０１は、クライアント装置１０２からのリクエストに対するレスポンスとして、
当該タップされたフォルダ内の文書やサブフォルダの一覧表示画面を、クライアント装置
１０２の表示内容処理制御部５０１に送信する。
【００９０】
　Ｓ１８１０において、表示内容処理制御部５０１は、文書管理サーバ装置１０１からＳ
１８０７で送信されたレスポンスを受信した場合、当該受信したレスポンスに基づき一覧
表示画面をＬＣＤ４０６に表示する。すなわち、クライアント装置１０２のＬＣＤ４０６
に当該タップされたフォルダに含まれる文書のサムネイル画像やサブフォルダのアイコン
画像の一覧表示画面が表示される。
【００９１】
　保存しているサムネイル画像タップアクション設定が、「プロパティ情報」７０３であ
った場合（Ｓ１８０５にてＹＥＳ）、Ｓ１８０８へ遷移する。Ｓ１８０８にて、表示内容
処理制御部５０１は、当該タップされたフォルダ画像のフォルダ内情報（当該フォルダ内
の文書やサブフォルダのリスト）を取得するリクエストを文書管理サーバ装置１０１の表
示内容生成部３０１に送信する。
【００９２】
　Ｓ１８０９において、表示内容生成部３０１は、クライアント装置１０２からのリクエ
ストに対するレスポンスとして、フォルダ内情報をクライアント装置１０２の表示内容処
理制御部５０１に送信する。また、文書管理サーバ装置１０１が送信するフォルダ内情報
は、フォルダ内情報が順に表示された画像や、フォルダ内情報の文字列が順に記された文
字列リストのようなものでもよい。Ｓ１８１０において、表示内容処理制御部５０１は、
文書管理サーバ装置１０１から受信したフォルダ内情報をＬＣＤ４０６に表示する。すな
わち、クライアント装置１０２のＬＣＤ４０６にて、フォルダのサムネイル画像の領域に
フォルダ内情報１７０２が表示される。
【００９３】
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　また、本実施形態において、複数に分けられたフォルダ内情報画面の最後の画面をタッ
プした場合、第一実施形態で述べたような方法と同様に、当該フォルダ画像の画面に戻っ
て表示するようにしてもよい。また、図１７のフォルダ内表示のように、当該フォルダを
検索した際に用いられたプロパティ属性のみを表示してもよいし、予め定義されたプロパ
ティ属性を複数表示するようにしても構わない。
【００９４】
　本発明の第二実施形態により、ユーザはフォルダを別ウィンドウで開かなくても、当該
フォルダ画像が表示されている領域内に、当該フォルダ内の文書やサブフォルダの情報を
表示するので、ユーザは簡単にフォルダ内情報を確認することが可能となる。
【００９５】
　＜第三実施形態＞
　本発明の第三実施形態を図１～図７、および図１９～図２２に基づき説明する。本実施
形態では、第一実施形態に係るサムネイル画像のタップによるプロパティ情報の表示では
なく、１枚目のサムネイル画像をタップすると、２枚目のサムネイル画像を表示する。
【００９６】
　ＰＣなどの情報処理装置から文書管理サーバ装置１０１に文書が登録された場合、表示
される当該文書のサムネイル画像は当該文書の１枚目の画像で見分けがつくことが多い。
一方、ＦＡＸデバイスから文書管理サーバ装置１０１にＦＡＸ文書が登録された場合、Ｆ
ＡＸ文書の１枚目は同じフォーマットのカバーシートであることが多く、１枚目のサムネ
イル画像だと見分けがつかない場合がある。また、デバイスの種類によっては、当該デバ
イスから登録された文書であることを示すカバーシートを付与して登録するように設定さ
れている場合もある。そこで、本実施形態ではＦＡＸ文書に関しては２枚目のサムネイル
画像も作成する。
【００９７】
　そこで、本実施形態では、ＦＡＸデバイスなどから登録されたＦＡＸ文書データに対し
ては、２枚目までのサムネイル画像（第一のサムネイル画像、および、第二のサムネイル
画像）を生成する。そして、文書サムネイル一覧表示画面に表示されている１枚目のサム
ネイル画像（デバイス登録を示すサムネイル画像）をタップすることで、２枚目のサムネ
イル画像（文書のサムネイル画像）に遷移して表示する。本実施形態において、第一実施
形態に述べたサムネイル画像タップアクション設定シート７０１で「プロパティ情報」７
０３を設定した時、１枚目のサムネイル画像をタップすると、２枚目のサムネイル画像を
表示する。なお、第一実施形態と重複する箇所については、説明を省略する。
【００９８】
　［サムネイル画像タップによる異なるサムネイル画像表示］
　以下、図１９～図２２を用いて、本実施形態におけるサムネイル画像タップによる異な
るサムネイル画像表示方法を説明する。
【００９９】
　図１９は、図６と同様、ユーザがクライアント装置１０２を介して文書管理サーバ装置
１０１にアクセス（ログイン）した時に、クライアント装置１０２の画面上に表示される
文書サムネイル一覧表示画面６００である。サムネイル画像１９０１は、文書管理サーバ
装置１０１にデバイスから登録された異なる２つの文書の１枚目のサムネイル画像である
。なお、ここで示す１枚目のサムネイル画像の構成は一例である。これによりデバイス表
示手段を実現する。
【０１００】
　図２０は、デバイスから登録された異なる２つの文書の１枚目のサムネイル画像をそれ
ぞれタップすることによって、２枚目のサムネイル画像を表示している様子を示す図であ
る。１枚目のサムネイル画像２００１ａ、２００１ｂは、文書サムネイル一覧表示画面６
００における１枚目のサムネイル画像１９０１である。１枚目のサムネイル画像２００１
ａと２００１ｂをそれぞれタップすると、２枚目のサムネイル画像２００２ａと２００２
ｂがそれぞれ表示される。
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【０１０１】
　［文書登録時サムネイル画像生成処理］
　図２１は、文書管理サーバ装置１０１に文書が登録された時の、表示内容生成部３０１
がサムネイル画像を生成する処理の流れを示すフローチャートである。本処理は、文書管
理サーバ装置１０１におけるＣＰＵが記憶部であるＲＯＭ等に格納されたプログラムを読
み出し、実行することにより実現される。
【０１０２】
　Ｓ２１０１において、表示内容生成部３０１は、文書登録時に文書を登録した機器情報
を取得し、デバイスにて当該文書が登録されたか否かを判定する。機器情報には、ＰＣま
たは、ＦＡＸ装置や複合機などのデバイスといった文書を登録した機器の情報が含まれて
いる。
【０１０３】
　文書がデバイスから登録された場合（Ｓ２１０１にてＹＥＳ）、Ｓ２１０２において、
表示内容生成部３０１は、１枚目のサムネイル画像（デバイス登録を示すサムネイル画像
）を生成する。Ｓ２１０３において、表示内容生成部３０１は、２枚目のサムネイル画像
（文書のサムネイル画像）を生成する。
【０１０４】
　デバイスから当該文書が登録されていない場合、すなわちＰＣから文書が登録された場
合（Ｓ２１０１にてＮＯ）、Ｓ２１０４において、表示内容生成部３０１は、１枚目のサ
ムネイル画像（文書のサムネイル画像）を生成する。そして、本処理フローを終了する。
【０１０５】
　［デバイス登録サムネイル画像タップ動作処理］
　図２２は、１枚目のサムネイル画像タップ操作受信時に、表示内容処理制御部５０１が
２枚目のサムネイル画像を表示する処理の流れを示すフローチャートである。本処理は、
クライアント装置１０２および文書管理サーバ装置１０１それぞれにおけるＣＰＵが記憶
部であるＲＯＭ等に格納されたプログラムを読み出し、実行することにより実現される。
【０１０６】
　Ｓ２２０１において、クライアント装置１０２の表示内容処理制御部５０１は、表示画
面を取得するためにリクエストを文書管理サーバ装置１０１の表示内容生成部３０１に送
る。ここでの表示画面とは、文書管理システムのホーム画面やフォルダ内画面、検索結果
画面といった文書サムネイル一覧表示画面６００に相当するすべての画面を指す。
【０１０７】
　Ｓ２２０２において、文書管理サーバ装置１０１の表示内容生成部３０１は、クライア
ント装置１０２からのリクエストに応答して、表示画面情報を生成し、クライアント装置
１０２の表示内容処理制御部５０１に送信する。なお、ここでの表示画面情報には、クラ
イアント装置１０２のＬＣＤ４０６に表示される画面情報を含んでいる。
【０１０８】
　Ｓ２２０３において、表示内容処理制御部５０１は、文書管理サーバ装置１０１から受
信した表示画面情報を記憶部５０２に記憶し、ＬＣＤ４０６に表示する。すなわち、クラ
イアント装置１０２のＬＣＤ４０６に文書サムネイル一覧表示画面６００が表示される。
【０１０９】
　ＬＣＤ４０６を介したサムネイル画像のタップ操作を受信したら（Ｓ２２０４にてＹＥ
Ｓ）、Ｓ２２０５へ遷移する。Ｓ２２０５において、表示内容処理制御部５０１は、記憶
部５０２に保存しているサムネイル画像タップアクション設定情報を取得する。そして、
保存しているサムネイル画像タップアクション設定情報が、「プレビュー画面」７０４、
または「文書のダウンロード」７０５であった場合（Ｓ２２０５にてＮＯ）、Ｓ２２０６
へ遷移する。Ｓ２２０６にて、表示内容処理制御部５０１は、設定に対するリクエストを
文書管理サーバ装置１０１の表示内容生成部３０１に送信する。
【０１１０】
　Ｓ２２０７において、文書管理サーバ装置１０１の表示内容生成部３０１は、クライア
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表示内容処理制御部５０１に送信する。
【０１１１】
　Ｓ２２１０において、表示内容処理制御部５０１は、文書管理サーバ装置１０１から送
信されたレスポンスを受信した場合、当該受信したレスポンスをＬＣＤ４０６に表示する
。すなわち、クライアント装置１０２のＬＣＤ４０６に、プレビュー画面８０２、もしく
はダウンロード画面８０３のいずれかが表示される。
【０１１２】
　保存しているサムネイル画像タップアクション設定が、「プロパティ情報」７０３であ
った場合（Ｓ２２０５にてＹＥＳ）、Ｓ２２０８へ遷移する。Ｓ２２０８にて、表示内容
処理制御部５０１は、２枚目のサムネイル画像を取得するためのリクエストを文書管理サ
ーバ装置１０１の表示内容生成部３０１に送信する。
【０１１３】
　Ｓ２２０９において、表示内容生成部３０１は、クライアント装置１０２からのリクエ
ストに応答して、２枚目のサムネイル画像をクライアント装置１０２の表示内容処理制御
部５０１に送信する。Ｓ２２１０において、表示内容処理制御部５０１は、文書管理サー
バ装置１０１から受信した２枚目のサムネイル画像をＬＣＤ４０６に表示する。すなわち
、サムネイル画像２００１ａがタップされた場合、クライアント装置１０２のＬＣＤ４０
６にて、当該サムネイル画像２００１ａの表示領域にサムネイル画像２００２ａが表示さ
れる。
【０１１４】
　また、本実施形態において、表示された文書サムネイル画像をタップした場合、第一実
施形態で記したような方法で当該文書のプロパティ画面を表示してもよい。
【０１１５】
　本発明の第三実施形態により、デバイスから登録された、サムネイル画像では文書内容
の見分けがつかない文書を、ダウンロードしなくても確認することができる。
【０１１６】
　＜その他の実施形態＞
　また、本発明は、以下の処理を実行することによっても実現される。即ち、上述した実
施形態の機能を実現するソフトウェア（プログラム）を、ネットワーク又は各種記憶媒体
を介してシステム或いは装置に供給し、そのシステム或いは装置のコンピュータ（または
ＣＰＵやＭＰＵ等）がプログラムを読み出して実行する処理である。
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